
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目標に向かって、笑顔で今この瞬間を努力しよう） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨きます～

車輪梅 【平成２９年１０月号⑤】
《重点目標》 『品格を備え、課題を持って今の自分を高めよう』

文化の秋を感じて、 過ごしたい ・過ごさせたい
スポーツに行楽に絶好の季節となりましたが、ご家庭での生活はいかがだったでしょうか。
さて、朝夕と周囲の花々に、秋本番を感じる季節となりました。学校では、今年度がスタートしてちょうど

半年が過ぎました。この間、それぞれの生徒の取り組みについては、その学級や学年なりに、その子なりに精
一杯のものを感じることができるものでした。学校生活の中で、学習や諸活動を通して友達と助け合い、一歩
一歩成長いたしました。今この時期、目一杯秋を感じて、学校生活や家庭生活を満喫させたいと思います。
後期もこれまで同様、保護者の皆様の本校教育に対するご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。

【今月のポイント】

いつもと違う

「時間」を創りだせ

何かが変わる

【新人大会の結果より 】
今年度より、県中体連の主催ではなく、各協会や団体が
主催となる新人大会が開催されております。
現在まで県大会を決めている結果は、以下のとおりです。
＜バドミントン＞
・男子シングルス→寺島彬人（地区優勝）
・女子ダブルス
→遠藤美歩＆遠藤彩華（地区優勝）
→蒔田結音＆淺海歩乃花（第２位）

＜バスケットボール＞
・女子バスケットボール（第２位）

＜ソフトテニス＞
・今野晴斗＆門馬翔汰ペア（ベスト１６）
・女子団体（第３位）
・堀内 優＆神長倉唯ペア（第３位）

＜剣道＞
・男子団体（地区優勝）男子個人→荒咲太郎（優勝）

→萩原仁（第３位）
・女子団体（地区２位）女子個人→遠藤愛美（第２位）

【文化祭に向けて】
今年もまた、本校の輝響祭の時期がやってきまし

た。新入生にとっては、見るもの、聞くもの、行う
ものが初めての文化祭です。生徒会や文化祭実行委
員を中心に、すでに夏休み前から企画を始めていま
す。
今年のテーマは、生徒会の呼びかけで応募し、｢飛

躍｣、サブタイトルを[Fly to the dream]に決定しま
した。生徒会本部や文化祭実行委員が意欲的に取り
組み、創りあげている文化祭を大いに期待しています。
内容は、合唱コンクール、学年の企画、展示発表、

ステージ発表で、それぞれが工夫を凝らした企画を
練って着々と準備が進められています。
ＰＴＡの文化祭への協力についても、本部役員を

はじめ各委員会の模擬店の協力があり、これまでの
役員会では細かな検討が行われています。
本校の教育活動への強靱な協力体制を痛
切に感じるとともに感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
この文化祭の生徒と保護者、教職員が

一体となった成果を楽しみにしたいと思
います。

【後期生徒会総会と認証式】
今回も生徒会総会に向けて各学級ごとの学級審

議を経て、１０月６日（金）に後期の生徒会総会
を実施いたしました。
生徒会総会の前に認証式を実施し、８人の生徒

会奉仕委員長へ、
認証書を授与いた
しました。
前期生徒会総会時
の質問以上に、生
徒会執行部や各奉
仕委員会への質問
が為されました。

杉生徒会会長か
らは、前期の活動の実績や反省を踏まえ、鹿島中
をより良くするために、皆さんの支えが必要なこ
とを話しました。

【読書の１０月です】
兼行法師の『徒然草』の一節に「ひとり灯のも

とに文をひろげて、見ぬ世の人を友とするぞ、こ
よなうなぐさむわざなる。」とあります。
意味は、「ともしびの下に書物を開き、自分の

知らな時代の人に接して、心と心がつながること
ほど慰められることはない。」ということです。
読書の良さやすばらしさを表したものです。
さて、秋の読書週間（10/27（金）~11/9（木））

に合わせ、意識して読書に親しみ
ましょう。学校での朝の読書だけ
でなく、時間的にも、書籍の種
類も新たに挑戦して読みましょう。

そろそろセータが欲しい季節！


